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謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、弊社製品につきまして、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、このたび、プロトンポンプ・インヒビター 『エソメプラゾールカプセル 10mg ／20mg 「ニプロ」』 に
つきまして、2022年11月22日付で、下記のとおり「用法・用量」 の一部変更承認を取得いたしましたので、
ご案内申し上げます。
今後とも引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

謹白
記

プロトンポンプ・インヒビター

「用法・用量」一部変更承認取得のご案内

【承認内容】

用法・用量

※下線部分が追加となりました。

〈エソメプラゾールカプセル 10mg「ニプロ」〉
胃潰瘍、十二指腸潰瘍、吻合部潰瘍、Zollinger-Ellison 症候群
成人
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mgを1日1回経口投与する。なお、通
常、胃潰瘍、吻合部潰瘍では8週間まで、十二指腸潰瘍では6週間までの投与とする。
小児
通常、1歳以上の幼児及び小児にはエソメプラゾールとして、体重 20kg 未満では 1回
10mgを、体重 20kg以上では症状に応じて1回 10～20mgを1日1回経口投与する。
なお、通常、胃潰瘍、吻合部潰瘍では 8 週間まで、十二指腸潰瘍では 6 週間までの
投与とする。

逆流性食道炎
成人
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mgを1日1回経口投与する。なお、通
常、8週間までの投与とする。
さらに再発・再燃を繰り返す逆流性食道炎の維持療法においては、1 回 10～ 20mg
を1日1回経口投与する。
小児
通常、1歳以上の幼児及び小児にはエソメプラゾールとして、体重 20kg 未満では 1回
10mgを、体重 20kg以上では症状に応じて1回 10～20mgを1日1回経口投与する。
なお、通常、8週間までの投与とする。

非びらん性胃食道逆流症
成人
通常、成人にはエソメプラゾールとして 1回 10mgを1日1回経口投与する。なお、通
常、4週間までの投与とする。
小児
通常、1 歳以上の幼児及び小児にはエソメプラゾールとして、1 回 10mg を1日 1 回経
口投与する。なお、通常、4週間までの投与とする。

非ステロイド性抗炎症薬投与時における胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の再発抑制
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mgを1日1回経口投与する。
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用法・用量

低用量アスピリン投与時における胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の再発抑制
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mgを1日1回経口投与する。
ヘリコバクター・ピロリの除菌の補助
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mg、アモキシシリン水和物として1回 750mg
（力価）及びクラリスロマイシンとして1回 200mg（力価）の3剤を同時に1日2回、7日間
経口投与する。なお、クラリスロマイシンは、必要に応じて適宜増量することができる。ただ
し、1回 400mg（力価）1日2回を上限とする。
プロトンポンプインヒビター、アモキシシリン水和物及びクラリスロマイシンの3剤投与による
ヘリコバクター・ピロリの除菌治療が不成功の場合は、これに代わる治療として、 通常、成
人にはエソメプラゾールとして 1 回 20mg、アモキシシリン水和物として 1 回 750mg（力価）
及びメトロニダゾールとして1回 250mg の 3剤を同時に1日2回、7日間経口投与する。

〈エソメプラゾールカプセル 20mg「ニプロ」〉
胃潰瘍、十二指腸潰瘍、吻合部潰瘍、Zollinger-Ellison 症候群
成人
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mgを1日1回経口投与する。なお、通
常、胃潰瘍、吻合部潰瘍では8週間まで、十二指腸潰瘍では6週間までの投与とする。
小児
通常、体重 20kg 以上の幼児及び小児にはエソメプラゾールとして、症状に応じて 1回
10～20mgを1日1回経口投与する。なお、通常、胃潰瘍、吻合部潰瘍では 8週間ま
で、十二指腸潰瘍では 6週間までの投与とする。

逆流性食道炎
成人
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mgを1日1回経口投与する。なお、通
常、8週間までの投与とする。
さらに再発・再燃を繰り返す逆流性食道炎の維持療法においては、1 回 10～ 20mg
を1日1回経口投与する。
小児
通常、体重 20kg 以上の幼児及び小児にはエソメプラゾールとして、症状に応じて 1回
10～20mgを1日1回経口投与する。なお、通常、8週間までの投与とする。

非ステロイド性抗炎症薬投与時における胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の再発抑制
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mgを1日1回経口投与する。
低用量アスピリン投与時における胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の再発抑制
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mgを1日1回経口投与する。
ヘリコバクター・ピロリの除菌の補助
通常、成人にはエソメプラゾールとして1回 20mg、アモキシシリン水和物として1回 750mg
（力価）及びクラリスロマイシンとして1回 200mg（力価）の3剤を同時に1日2回、7日間
経口投与する。なお、クラリスロマイシンは、必要に応じて適宜増量することができる。ただ
し、1回 400mg（力価）1日2回を上限とする。
プロトンポンプインヒビター、アモキシシリン水和物及びクラリスロマイシンの3剤投与による
ヘリコバクター・ピロリの除菌治療が不成功の場合は、これに代わる治療として、 通常、成
人にはエソメプラゾールとして 1 回 20mg、アモキシシリン水和物として 1 回 750mg（力価）
及びメトロニダゾールとして1回 250mg の 3剤を同時に1日2回、7日間経口投与する。

以上


